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中南米研修アクションプラン発表＆親善茶話会 
国際地震工学センター 管理室 室長 山下 崇 

7 月 7 日（木）は、中南米研修の研修生や IISEE にとって、もりだくさんの 1 日で

した。朝から中南米研修の研修生によるアクションプランの発表が IISEE にて行

われ、15 時 30 分まで続きました。終了後、食堂にて IISEE が企画した親善パー

ティーが開催されました。発表で緊張していた研修生も、おいしいお菓子と和や

かな雰囲気のなか、リラックスした様子でした。 

翌日、JICA 筑波にて日本における研修閉講式が行われ、日本の滞在研修が終

了となり、その後エルサルバドルに渡っての現地講義、そして閉講式となりまし

た。 

エルサルバドルでは、IISEE からは前半の週は加藤研究員、後半の週は犬飼

上席研究員が出向き、講義を行いました。 

 

 
ペルーのメリーナとリチェルの 

アクションプランの発表

 
ニカラグアのホセの 

アクションプランの発表



論文募集 

IISEE Bulletin は、現在地震

学、地震工学、津波に関す

る論文を募集しております。

開発途上国に関するものを

対象としていますが、それに

限らず募集しています。 

送って頂いた未発表の論文

は、編集委員会と専門家に

よる査読を行います。投稿

料は無料です。 

是非チャレンジして下さい 

 

 

 

 

連絡先 

IISEE ニュースレターは、

IISEE と卒業生の架け橋を目

指しています。 

ニュースレターへの報告や

記事をお待ちしております。

皆様の自国でのご活躍をお

知らせ下さい。 

また、皆様の同僚やお友達

もこのメーリングリストに登録

するようにお誘い下さい。    

iiseenews@kenken.go.jp 
http://iisee.kenken.go.jp 

バックナンバーは

下記をご覧下さ

い。 
http://iisee.kenken.go.jp/nldb/ 

 

研修生のみなさま 
お元気でいらっしゃいますか？日本は今、夏です。 

さて、今年は 2 年に 1 度の YearBook の作成の年にあたります。 

ご登録済みのアドレス宛に、レスポンスシートを既に発出させていただきました。 

連絡先のアドレスの変更、職場の異動など、ございましたら、支障のない範囲で 

ぜひレスポンスシートに記入して、IISEE におくってください。 

（もしレスポンスシートがまだ届いていないという方がいらっしゃれば、IISEE に御

連絡をお願いします。その際は、研修年、お名前、国籍、連絡先のアドレスを明

記してください。） 

IISEE の研修は、昨年既に参加１００カ国・地域に達し、１７００名を超える仲間を

有しています。この絆をしっかり受け継ぎ、今後に生かしていきたいと思います。 

ぜひご協力ください。 

IISEE スタッフ一同、みなさんのご活躍を今後も応援していきます。 

（レスポンスシートは後日、IISEE の HP からもダウンロードできるように更新する

予定です。） 

中田氏のご冥福を心からお祈りいたします。 
 
2016 年 7 月 13 日に元国際地震工学部長

の中田慎介様がご逝去されました。 

突然の悲報に深い悲しみを覚えます。 

中田様は 1996 年 9 月から 1997 年 3 月ま

で国際地震工学部長を務められました。 

ご遺族の皆様に心よりお悔やみ申し上げ

ます。 

 

 

 
楽しむのは今です。 

親善茶話会にて 

 
左側：平石氏、右側：中田慎介氏 

1985 年インドネシア第三国研修にて


